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2024年最初の講座です
•12月22日の講座を終え３週間が経ちました

•その間ニュースをストックしてきました

•しかし、あまりに元旦と２日に起きた災害の大きさに
何をどう伝えるべきかを悩んでしまいました

•この２つの災害に国内の政治や国際関連のニュース
は影が薄らいでしまいました

•仕方がないことですが我々も冷静に色々なニュース
をしっかりとフォローしてく必要があると感じました

•ということを念頭に今日の講座を構成しました



•13日に行わ
れる台湾の
総統選挙
•議員選挙も
あるので動
向を注目
•総統は民進
党が強そう
だが議会は
野党が強い
•ねじれが生
じる可能性
大

中国が支援

統一問題やらず

中国は敵対勢力
として断絶



•自民党のﾊﾟｰ
ﾃｨｰ券問題
•二階氏も事
情聴取
•今回は安部
派の池田議
員が逮捕
•4000万円越
えで証拠隠
滅を図った
•政治刷新本
部設立



•政治刷新本部設立

•歴代の青年局長や女
性局長等38名

•最高顧問に麻生副総
理と菅前首相

•安部派議員10名

•26日までに中間報告

•目標はっきりせず

•未だに状況説明なし

•派閥解体につながる
のか

自民「政治刷新本部」で初会合 岸田首相が党改革に決意
自民党は、派閥の政治資金パーティーをめぐる問題を受けて、「政治刷
新本部」の初会合を開き、岸田総理大臣が信頼回復に向けて党改革に全
力で取り組む決意を示しました。無派閥の菅前総理大臣らは、派閥の解
消を議論すべきだと主張していて、派閥のあり方の検討が焦点となりま
す。
自民党は、派閥の政治資金パーティーをめぐる問題を受けて、再発防止
策や派閥のあり方などを議論するため、「政治刷新本部」を設置し、11
日に党本部で初会合を開きました。
冒頭、本部長の岸田総理大臣は「国民の厳しい目、疑念の目が注がれて
おり、自民党をめぐる現在の状況は極めて深刻という強い危機感のもと、
一致結束して事態に対応していかなければならない」と述べました。
その上で「私自身、最優先、最重点の課題として取り組みたい。信頼回
復のため、日本の民主主義を守るためには自民党がみずから変わらなけ
ればならない」と述べ、党改革に全力で取り組む決意を示しました。
会合では、派閥のあり方をめぐり、最高顧問に就いた無派閥の菅前総理
大臣らが、信頼回復には党として明確な対応を打ち出す必要があるとし
て、派閥の解消を議論すべきだと主張しました。
これに対し、「派閥には若手議員の育成などを担う役割もある」という
声や「派閥が金集めや人事でポストを得るための組織だと思われないよ
うな改革が必要だ」という意見が出され、派閥のあり方の検討が焦点と
なります。



•ｶﾞｻﾞ攻撃が始まって３か月
が経過

•この間ﾌﾞﾘﾝｹﾝ国務長官は
何度もｲｽﾗｴﾙを訪問

•何とか打開をと動くがﾈﾀﾆ
ﾔﾌ氏は動かず

•ﾚﾊﾞﾉﾝのﾋｽﾞﾎﾞﾗまで攻撃を
拡大

•周辺国も徐々に引き込ま
れている



なかなか収束方法が見つからない
•年末にエジプトなどが仲介して休戦になるかと思え
たがうまくいかず

• ①ﾊﾏｽ側40人 ｲｽﾗｴﾙ側120人解放 2～4週休戦

• ②ｶﾞｻﾞ再建監視団 ﾊﾟﾚｽﾁﾅでの選挙を

• ③ﾊﾏｽ側人質全員解放 ｲｽﾗｴﾙ軍ｶﾞｻﾞから撤退

•この提案はハマスが拒否したという

•理由は穏健派ファタハと協力するようにしたから

•一方ｲｽﾗｴﾙとひてもﾊﾏｽを壊滅できないので難色



まだ拡大は防げる
•周辺のイスラム勢力は直接イスラエルと衝突しようと
はしていない
•例外はイエメンのフーシ派

•イスラエルは周辺国のハマス支援組織を攻撃
•これが拡大すると止めようがなくなる
•ポイントはネタニヤフ氏の動向
•イスラエル国民がネタニヤフ氏を見限れば和平へ動
ける



•年末年始のﾛｼｱの対ｳ
ｸﾗｲﾅ攻撃
•多種多様な兵器を利
用しｳｸﾗｲﾅの防空対
策を混乱させる
•北朝鮮製の弾道ﾐｻｲﾙ
を使用か
•すでに北朝鮮製の大
砲の弾丸を使用
•大量の兵器が輸入さ
れている
•見返りは戦闘機、装甲
車、最先端技術等

ロシアが北朝鮮製弾道ミサイル使用、米欧の支援待
ちのウクライナは絶体絶命
米国家安全保障会議（NSC）のジョン・カービー戦略広報調整官
は1月4日の記者会見でこう語った。
「年末年始の5日間、ロシアはウクライナに繰り返し空爆を

行った。ドローン（無人航空機）やミサイルを使いウクライナ全
土の都市や民間インフラを攻撃した。産科病院、ショッピング
モール、住宅地が攻撃され、数十人が死亡、数百人が負傷した」
ウクライナ空軍司令部のフェイスブックによると、年末年始に

行われたロシア軍の空爆は次の通りだ。その中で、カービー氏の
いう5日間とは12月29日から1月2日にかけての攻撃を指すとみら
れる。ロシア軍は大量のドローンや多種多様なミサイルを織り交
ぜてウクライナ軍の防空システムを撃ち破る戦法をとっている。
12月29日、36機のイラン製カミカゼドローン（自爆型無人航空

機）シャヘド136/131と、少なくとも90発の空対地ミサイルKh-
101/Kh-555/Kh-55、8発の長射程空対艦ミサイルKh-22/超音速
空中発射巡航ミサイルKh-32、14発の長距離地対空ミサイルシス
テムS-300/S-400/短距離弾道ミサイル「イスカンデル」、5発の
核弾頭搭載可能な極超音速空対地ミサイル「キンジャール」、4
発の空対艦/対レーダーミサイルKh-31、1発の空対地/空対艦ミ
サイルKh-59が発射され、このうち撃墜できたのは27機のシャヘ
ド136/131と87発のKh-101/Kh-555/Kh-55だけだった。



昨日国連安保理で北朝鮮ﾐｻｲﾙ問題が話題



ｳｸﾗｲﾅを巡る各国の状況
•アメリカは共和党がｳｸﾗｲﾅ支援予算を承認せずｳｸﾗ
ｲﾅ側の弾薬不足が深刻化

•もしﾄﾗﾝﾌﾟ氏が大統領に当選すると即ｳｸﾗｲﾅ支援は
中止されるだろう

•EUはｳｸﾗｲﾅの加盟に向けて一歩踏み出した

•ｳｸﾗｲﾅ支援500億ﾕｰﾛの決議にﾊﾝｶﾞﾘｰが反対

•2月初旬に再度決議する見込み

•ｳｸﾗｲﾅの汚職問題がネック

ﾊﾝｶﾞﾘｰはﾌﾟｰﾁﾝ寄りの姿勢



ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗとｶﾞｲｱﾅの国境問題
•ｳｸﾗｲﾅ、ｶﾞｻﾞ情勢の陰で
進行中

•ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ国会がｴｾｷﾎﾞ地
区をﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ領とする国
民投票実施（12月3日）

•首脳会談を開催したが国
際司法裁判所の裁定を
求めるｶﾞｲｱﾅ側と調整微
妙



•旧宗主国ｲｷﾞﾘｽの軍
艦がｶﾞｲｱﾅに到着
•ｲｷﾞﾘｽ連邦の加盟国
でありｲｷﾞﾘｽ海軍の
基地がある
•これをﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ側は
挑発行為として反発
•国境に軍隊を出動さ
せる
•どのように解決する
かが問題

12月31日 ガイアナにイギリスの軍艦が到着
領土問題でベネズエラと対立する南米のガイアナに、宗主国
だったイギリスの軍艦が到着しました。これにベネズエラが反
発し、国境付近に兵士の配置を続けると発表しました。
ベネズエラは、ガイアナの領土の7割を占める「エセキボ地

域」を自国の領土だと主張し、12月3日に国民投票を実施する
など、併合への動きを強めていました。
この地域では2015年、沖合で大規模な海底油田が見つかり、

石油の採掘で年間10億ドル、日本円で約1400億円の利益が出て
いるとされます。
両国首脳は14日には係争の平和的な解決を確認していました

が、具体的な進展はありませんでした。
ガイアナは現在もイギリス連邦の加盟国で、29日にイギリス

の軍艦が到着していました。ベネズエラの国防相はこれに強く
反発し、30日、「イギリスの軍艦が係争海域を離れるまで、
6000人の兵士の派遣を続ける」と話しています。
ベネズエラが強硬姿勢をとる背景には中国とロシアの後ろ盾

があるとみられ、今後、紛争の激化も懸念されています。



ベネズエラとガイアナの経済状況
•ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗは石油と天然ガス、鉄鉱石・金・ｱﾙﾐ・ﾀﾞｲﾔな
ど地下資源豊富

•ﾁｬﾍﾞｽ政権が社会主義的政策展開で経済ひっ迫

•引継いだﾏﾄﾞｩｰﾛ政権も立て直しできず GDP80%減

•治安悪化で国民の多くが国を脱出

•ｶﾞｲｱﾅは最貧国であったが石油採掘で急速に発展

•南米のドバイと呼ばれるまでに

•この資源をﾍﾞﾈｽﾞｴﾗが狙った＞石油採掘地は自国領



•保釈された周庭氏がカ
ナダで大学生活

•香港に戻らないと宣言

•香港警察は保釈条件
に違反したとして指名
手配するかも

•周庭氏以外の民主活
動家も指名手配中

•今後ｶﾅﾀﾞの支援団体
がどのように周庭氏を
かくまうのか

周庭氏を今後 指名手配か 香港警察“出頭せず
保釈条件に違反”
香港の警察は、カナダに滞在している民主活動家の周庭氏が、
指定した期日に出頭せず、保釈の条件に違反したと非難し、
追及に全力を挙げる方針を示しました。今後、指名手配する
とみられます。
流ちょうな日本語を使った発信などで知られる香港の民主活
動家の周庭氏は、2020年、国家の安全に危害を加えたなどと
して香港国家安全維持法に違反した疑いで逮捕されました。
その後、保釈され、今月3日、SNSへの投稿で、カナダに滞
在し、現地の大学に通っていると明らかにしたうえで、香港
には戻らないと表明していました。
ただ、香港の警察は、定期的に警察に出頭することを保釈の
条件としていて、28日、出頭するよう要請していました。
これについて、香港の警察は29日、NHKの取材に対し、周氏
は、指定した期日に出頭しなかったとしたうえで「保釈の条
件に違反した。法律上の責任を逃れようとする恥ずべき行為
だ」と強く非難しました。
そのうえで「彼女を裁きにかけるために全力を尽くす」とし
て、追及に全力を挙げる方針を示しました。
香港の警察は、これまでも海外に滞在する活動家13人を指名
手配するなどして海外での民主派の活動への締めつけを強め
ていて、周氏についても今後、指名手配するとみられます。



周庭氏が明らかにした香港警察の手法
•2020年8月 無許可集会扇動の罪で逮捕

•2021年6月 条件付きで保釈

•共産党政権下での中国の功績に感謝の意を示したり、警察
への感謝や過去の行動を否定する声明を

•活動家に戻ったり、他の反体制派と接触したりしないことを
周さんは当局に約束

•香港警察から「活動家としての過去を捨て去れば、香港を
離れカナダに留学できる」と持ち掛けられる

•定期的に香港警察に出頭するのが条件 12月28日が期限

•香港警察は民主活動を徹底的に封じ込めている



•辺野古の
工事

•予定より
早めて着
工

•自治体と
国の関係
はどうなる
のか

•普天間基
地の危険
度

•代替地が
沖縄という
問題



•令和6年の年初
を襲った災難

•元旦16時10分

•能登地方襲っ
た地震

•２日17時50分

•羽田空港で航
空機衝突事故

•２日連続での災
害に驚き

•海外も反応



能登半島地震



•地震発生から11日

•災害の被害状況は
まだ不完全

•火災の跡から人骨
のようなもの発見

•津波の犠牲者も

•学校再開にも高い
ﾊｰﾄﾞﾙ

•ﾗｲﾌﾗｲﾝの整備を
急ぐが目途立たず

津波の犠牲者を初確認、石川県内の死者213人に
能登半島地震 １月１２日 毎日新聞

最大震度7を観測した能登半島地震で、石川県輪島市教育委員会は11
日、市立中学校の全生徒約400人について一時的な集団避難を検討し
ていることを明らかにした。同日から保護者の意向調査を始めており、
希望者は県南部の白山市で授業を受けられるようにする。文部科学省
によると、同様の対応は東京電力福島第1原発事故でも行われたが、異
例という。
また県は11日、死者が前日から7人増えて213人になったと発表した。

すべて珠洲（すず）市での増加で、津波に流されたとみられていた行
方不明者も遺体で見つかった。今回の地震で津波による死者が判明し
たのは初めて。連絡が取れない安否不明者は前日から15人減って37人
になった。
2万人以上が身を寄せる避難所では新型コロナウイルスやインフルエ

ンザといった感染症が流行しており、厚生労働省の課長をトップとす
る感染症対策の新組織が11日付で県庁に発足した。
輪島市が異例の中学生集団避難検討
学校が避難所になっているケースも多く、県内の公立小中高校は11

日時点で77校が休校中。83人が亡くなるなど甚大な被害を受けた輪島
市では停電や断水が続き、通学路の安全確保も見通せず、学校再開の
めどが立っていない。市教委は子どもの学習機会を確保するため、市
立の全3中学の生徒を避難させられないか県教委に打診し、直線距離で
100キロ以上離れた白山市にある県の宿泊施設2カ所で受け入れ可能と
なった。











•今回の地震の原因

•太平洋ﾌﾟﾚｰﾄがﾕｰ
ﾗｼｱﾌﾟﾚｰﾄの下に
潜り込む所で発生

•今回は左側の圧縮
型のｽﾞﾚから発生

•全長150Km以上

•海岸部分では数ｍ
の隆起が見られる

•津波と液状化の影
響も大きい



2023.5.5 M6.5

2024.1.1 M7.6





能登半島地震
10年前に想定した断層が動いたか



避難の在り方と学校
•日本の災害避難は近隣避難が
基本

•生活基盤から離れることへの不
安を考えて

•小中学校、公民館等が優先

•避難期間が長期化すると学校
の本来の役割が果たせない

•1.5次 2次避難場所の開設必要

•高齢者や障害者が安心して避
難できるようにする



•ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰの確保

•感染症などの蔓延防
止

•いしかわスポーツセ
ンターの体育館内に
テントを設置

•この場所にどうやっ
て被災者を集めるか

•何時までの滞在か
二次避難所としては既存のホテルなど
仮設住宅建設には時間がかかる



能登半島地震
登山中の人の報告





•能登半島北部
の地盤隆起が
顕著

•関東大震災の
時の三浦半島
も同様

•震源が近かっ
たことで津波
到達まで数分





輪島市内

地上７階地下１階のビルが倒壊



内灘町の液状化現象
による被害

新潟県西区



今回問題になっている液状化現象



液状化現象の実験 鹿島建設



• SNSを利用し
て偽情報を出
す

•今脱出できな
いので助けに
来てほしい

•地震が人工的
に作られた

•外国人窃盗団
が来ている



能登有料道路 横田ICオンランプのと鉄道の線路



支援を阻む地形 •複雑な地形で道
路が寸断される
と支援が難しい

•通常の2～4倍

•大量の物資移
動が難しい

•海岸線が隆起し
た為港が使えず

•ﾏﾝﾊﾟﾜｰが投入
できない６３００人 ９日目

※防衛省は10000人規模の派遣を準備している



輪島 珠洲

能登町

穴水

和倉

七尾

能登島

能登島大橋
ツインブリッジのと

羽咋

志賀
原発



能登半島地震を激甚災害に指定
•激甚災害とは大規模な地震
や台風など著しい被害を及
ぼした災害で、被災者や被災
地域に助成や財政援助を特
に必要とするもの

•東日本大震災 胆振地震等

•様々な支援が受けやすくなる

•公共土木、農地などの災害
復旧事業の補助率のかさ上
げ、中小企業の災害関係補
償の特例など



•地方新聞に載る
能登半島地震へ
の支援を呼びか
ける記事

•義援金のことや
ボランティアのこ
とが明記されて
いる



日航機と海保機の衝突事故



•Ｃ滑走路に着陸しよう
とする日航機

•Ｃ滑走路から離陸し
ようとする海保機

•滑走路への進入方法
がポイント

•無線は地上機と飛行
中の飛行機とは別の
周波数を使用

•薄暮状況の中で視認
できなかった可能性













全長 73.78メートル
全幅 64.75メートル
全高 17.08メートル
座席数  369人
価格 約3.56億ﾄﾞﾙ



全長 25.68メートル
全幅 27.43メートル
全高 7.49メートル

MAボンバル300



•どの部分に衝突したのかはまだ不明

•着陸時のスピードは時速250Km

• A350は着陸後1000ｍ走行して前輪を折って停止

•着陸装置には問題なかった

•右側のエンジンが火災を起こしている

•脱出用シューターは３か所しか使えなかった

•当たり所が悪ければ衝突直後に爆発していた



機内の安全に関するビデオ



海外メディアが賞賛する全員避難



管制官にも事情聴取を開始



•滑走路進入事故の
発生件数が多発
（アメリカ）

•10年間で16000件

•68%がﾊﾟｲﾛｯﾄﾐｽ

•18%が管制ﾐｽ

•乗務員訓練の改善
や視界を確保する
ための機内設計、
機体外板の耐火化

羽田空港で２日に起きた航空機衝突事故は、航空安全における数十年の
進歩を象徴しているとともに、航空業界が抱える最大の未解決リスクの一
つを浮き彫りにした。
世界中の当局が滑走路への誤進入を防止する必要性を認識している

が、この事故の教訓は、誤進入をなくすことに寄与するかもしれない。
日本航空（ＪＡＬ）のエアバスＡ３５０－９００が羽田空港の滑走路34Ｒに

着陸する際、海上保安庁のターボプロップ機デ・ハビランド・カナダ（ＤＨ
Ｃ）ダッシュ８に衝突し、海保機乗組員６人のうち５人が死亡した。
２機が接触するやいなや、乗務員は時間との闘いになった。パイロット

がエアバス機を停止させる前に、同機はすでに炎上。破損した着陸装置
と損傷したエンジンにより、200トンの機体を停止させることはさらに難しく
なった。
このような事故は決して起きてはならないものだった。暫定的な情報に

よると、ダッシュ８も滑走路にいた可能性があり、１日に地震に見舞われた
石川県能登地方に物資を届けるために離陸の準備をしていたもようだ。
日本政府は２日夜、事故の原因とどうすれば防げたかを調査している

と発表。国土交通省の運輸安全委員会は、航空管制のやり取りで何らか
の行き違いがあったかどうかを調べる予定だ。ＮＨＫの報道によると、海
保機は滑走路の手前で待機するよう指示され、ＪＡＬ機は着陸許可を得て
いたという。

羽田空港事故、生かされた教訓と露呈した課題
20240105ブルームバーグ



生かされた経験と課題
•大量の可燃性燃料による大火災にどう対処するか

•安全規制では航空機が構造破壊を起こす前に炎に
５分間耐えることが義務付

•今回のｴｱﾊﾞｽ350は伝統的なｱﾙﾐﾆｳﾑから炭素繊維
複合材にﾎﾞﾃﾞｨｰが変更されている

•今回の衝突事故の原因を究明し対策構築が必要

•最大の課題は滑走路誤侵入の防止方法の構築



•高さ

• 115.7ｍ

•国内最高









•ある日の羽田近辺
の空の状況

•中央に一列になっ
ているのが羽田に
着陸する航空機

•周辺にあるのが羽
田から出発した航
空機

•羽田は世界的にも
混雑した空港







夜間羽田に着陸する映像



過密な空港
•発着回数は1日あたり830
回（30.3万回／年）

•1.73分に１回の割合

•繁忙時は２分で３回の離
発着を行う

•成田の1.7倍

•滑走路は4本 使用は２本



羽田管制棟での仕事分担
•滑走路を使う順番を決めて離陸や着陸の許可を出す
「飛行場管制席」

• ＞360度を東西南北のエリアに分けて担当する

•地上の走行経路や待機場所を指示する「地上管制席」

•飛行コースや高度が記載された飛行計画の承認を伝
達する「管制承認伝達席」

•ターミナル・レーダー管制室や航空交通管制部にいる
管制官などとの連絡や調整をする「副管制席」 等



年始の災害から学ぶ
•日本は地震大国であることを再認識

•地方の高齢社会を直撃した災害であった

•こういった自然災害に対してしっかりした心構えと準
備をしていく必要を痛感

•航空機事故に関しては自分がどのように行動するか
を再確認

•焦らず冷静に対応することが大切

•今できることは何かを考えて行動する
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